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2 0 2 3 年 1 2 月 2 5 日 
各  位 

株式会社三井住友銀行 
 

株式会社サーラコーポレーションへの「グリーンローン」の実施について 
 

株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：福留 朗裕）は、株式会社サーラコーポレーション（代表取

締役社⾧：神野 吾郎）に対し、グリーンローンを実施いたしました。 
 
グリーンローン（以下、「本ローン」）は、企業等が環境問題の解決に貢献する事業（以下、「グ 

リーンプロジェクト」）に要する資金を調達する際に用いられる融資であり、具体的には、①調達資 
金の使途がグリーンプロジェクトに限定され、②調達資金が確実に追跡管理され、③それらについ 
て融資後のレポーティングを通じ透明性が確保されたものを指します。 

 
株式会社サーラコーポレーションは、基本理念である「美しく快適な人間空間づくりを通し、地

域社会から信頼される企業グループとして、豊かな社会の実現を目指します。」を果たすべく、事業
に取り組んでおります。株式会社サーラコーポレーションでは地域に根差した企業グループとして
地域とともに発展するため、サステナビリティを重要な経営課題だと捉え、2022 年 3 月に「サス
テナビリティ方針」を定めております。また、同時期に環境・社会・ガバナンスの視点を取り入れ
た、8 つの重要課題（マテリアリティ）を特定しております（※1）。 

 
本ローンで調達される資金は、株式会社サーラコーポレーションが策定したグリーンファイナ

ンス・フレームワーク（以下、「本フレームワーク」）で定められた適格プロジェクトである蓄電池
施設に係る設備投資に充当されます。今後もグリーンローンにより調達した資金を活用することで、
地域全体の電力系統の効率化・安定化に貢献できる系統用蓄電池施設の導入を進めていくことを目
指します。 

 
本フレームワークは、国際金融業界団体の LMA（Loan Market Association）、LSTA（Loan 

Syndications and Trading Association）及び APLMA（Asia Pacific Loan Market Association）にて策定

された「グリーンローン原則（2023 年版）」、並びに、環境省にて策定された「グリーンローン及びサス
テナビリティ・リンク・ローンガイドライン（2022 年版）」との適合性について、第三者機関である株

式会社日本格付研究所（JCR）からセカンドオピニオンを取得しています（※2）。 
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（参考） 
※1 株式会社サーラコーポレーション ホームページ 
https://www.sala.jp/ja/irnews/news-2023122525816754021.html 

をご参照ください。 
 

※2 株式会社日本格付研究所 ホームページ 
https://www.jcr.co.jp/greenfinance/ 
をご参照ください。 

 

以 上 
【本件に関するお問い合わせ先】 
サステナブルソリューション部 

TEL：03-4333-6964 
 

 

このお知らせは、投資や勧誘を推奨することを目的としたものではありません。 


